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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 5,255 29.3 64 ― 74 ― 69 ―
25年3月期第3四半期 4,064 △13.3 △3 ― △11 ― △19 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 78百万円 （―％） 25年3月期第3四半期 △16百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 4.55 ―
25年3月期第3四半期 △1.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 4,936 1,698 34.4
25年3月期 3,578 1,619 45.3
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 1,698百万円 25年3月期 1,619百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,547 17.2 230 123.1 196 85.7 175 92.8 11.50



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 
（注）添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 15,423,999 株 25年3月期 15,423,999 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 205,549 株 25年3月期 204,379 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 15,219,227 株 25年3月期3Q 15,220,278 株
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当第３四半期連結累計期間（以下、「当第３四半期」という。）における我が国経済は、新興国経済の減速懸念

は依然として残るものの、欧米経済の緩やかな回復、またアベノミクスの経済効果などにより、景気は回復の方向

に向かっております。  

 このような状況下、当社グループは、生産拠点をＡＳＥＡＮエリアに有するという、コスト競争力を活かした営

業活動のさらなる強化とともに、生産設備の増強などによる高品質な製品の安定供給の継続、また円安効果によ

り、当第３四半期の連結売上高は5,255,493千円（前年同四半期は4,064,516千円）の大幅増加となりました。 

 損益につきましては、売上総利益は製造子会社であるNISSEY VIETNAM CO.,LTD.は、ベトナムの最低賃金法の改正

にともなう給料手当の増加及び生産増加に伴う残業時間の増加、そして円安ベトナムドン高による人件費の大幅な

増加の三重苦に直面し、これらが売上増加による利益の圧迫要因になっており1,259,259千円（前年同四半期は

1,092,449千円）にとどまりました。営業利益は売上総利益が増加したことにより黒字に転換しましたが、㈱村井の

契約更新に伴うロイヤルティの増加などにより64,961千円（前年同四半期は営業損失3,237千円）となりました。経

常利益は営業利益の黒字転換、また円安にともなう為替差益の計上などにより74,540千円（前年同四半期は経常損

失11,614千円）となりました。四半期純利益は69,230千円（前年同四半期は四半期純損失19,966千円）となりそれ

ぞれ黒字に転換しました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

 第１四半期連結会計期間より、従来の「時計バンド」から「時計関連」へとセグメント名称を変更しておりま

す。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。 

① 時計関連 

時計関連の売上高は3,391,078千円となり、前年同四半期比941,376千円増加しました。このうち、国内大手メー

カーからは、同社のさらなる事業拡大にともなう増産と当社グループの総合力が引き続き評価されたことによる新

規及びリピートオーダーの受注増加に円安効果が加わり、621,825千円の大幅増加となりました。また、スイスの高

級時計メーカーへの売上は、高級品の需要は依然として低迷しているものの、提案型営業の強化などにより、アジ

ア向け中級品の受注が増加したため311,172千円の著しい増加となりました。  

 これにより、セグメント利益は154,916千円（前年同四半期はセグメント利益26,904千円）の5.7倍となりまし

た。 

② メガネフレーム 

メガネフレームの売上高は1,630,290千円となり、前年同四半期比236,222千円増加しました。このうち、㈱村井

は、大型チェーン店からの受注増加により、92,865千円の増加となりました。また、当社のメガネフレーム部門

は、昨年獲得した新規取引先からの受注増加、大型チェーン店向けの提案型営業の強化などにより143,356千円の著

しい増加となりました。  

 しかしながら、㈱村井の粗利率の低い商品の売上割合の増加と円安による仕入コストの増加の影響が大きく、ま

た前述したロイヤルティの増加などもありセグメント損失は100,300千円（前年同四半期はセグメント損失23,565千

円）となり赤字幅が拡大しました。 

③ その他  

その他の売上高は234,123千円となり、前年同四半期比13,377千円増加しました。釣具用部品は大幅増加となりま

したが、静電気除去器が減少しました。 

 これにより、セグメント損失は2,694千円（前年同四半期はセグメント損失21,340千円）となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は4,936,692千円となり、前連結会計年度末と比べ1,357,996千円増

加しました。このうち、流動資産は3,235,170千円となり、712,583千円増加しました。これは主に売上の増加及び

子会社の設立に伴う長期借入金の増加などによる現金及び預金の増加402,660千円、売上の増加による受取手形及び

売掛金の増加120,414千円、受注の増加による商品及び製品の増加131,981千円などによるものです。固定資産は

1,688,197千円となり、632,088千円増加しました。これは主に、NISSEY VIETNAM CO.,LTD.の工場増築及び今期カン

ボジアに設立したNISSEY CAMBODIA CO.,LTD.の工場建設による建設仮勘定の増加473,284千円、NISSEY CAMBODIA 

CO.,LTD.の借地権の計上などによる増加264,571千円、固定資産の減価償却による減少98,942千円などによるもので

す。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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負債合計は3,238,594千円となり、1,279,381千円増加しました。流動負債は2,041,564千円となり、727,421千円

増加しました。これは主に受注の増加に伴う支払手形及び買掛金の増加331,518千円、短期借入金の増加366,650千

円などによるものです。固定負債は1,197,030千円となり、551,960千円増加しました。これは主にNISSEY CAMBODIA 

CO.,LTD.の設立に伴う長期借入金の増加545,593千円などによるものです。 

純資産は1,698,097千円となり、78,615千円増加しました。これは主に、四半期純利益の計上による利益剰余金の

増加69,230千円などによるものです。 

  

平成26年３月期の連結業績予想につきましては、平成25年５月10日付にて公表致しました通期の連結業績予想に

変更ありません。今後、見直す必要が生じた場合には速やかに開示する予定です。 

 なお、当社グループは、当期を初年度とした2018年３月期利益計画「ＡＳＥＡＮプロジェクト」に基づき、カン

ボジアに新工場の建設を進めておりますが、現在は建設中のため、成果の発揮は来期以降になる見込みでありま

す。また、平成26年３月期連結業績に与える影響は軽微であります。 

  

当第３四半期連結累計期間において、時計関連の生産高、受注高及び受注残高、またその他の受注残高が著しく

増加しております。 

 時計関連の増加は国内大手メーカー及びスイスの高級時計メーカーへの売上増加、スイスの高級時計メーカーか

らの受注増加、その他の増加は静電気除去器及び釣具部品の受注増加などによるものであります。 

  

該当事項はありません。 

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結累計期間において、NISSEY CAMBODIA 

CO.,LTD.を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。 

連結子会社の数 ４社  （新規）１社 （除外）―社 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

（４）生産、受注及び販売の状況

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 799,338 1,201,999

受取手形及び売掛金 826,233 946,647

商品及び製品 270,613 402,594

仕掛品 382,470 377,134

原材料及び貯蔵品 189,463 238,427

その他 59,972 74,452

貸倒引当金 △5,504 △6,085

流動資産合計 2,522,587 3,235,170

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 192,607 185,845

機械装置及び運搬具（純額） 304,106 260,186

工具、器具及び備品（純額） 40,955 48,223

土地 123,614 123,614

建設仮勘定 － 473,284

有形固定資産合計 661,282 1,091,154

無形固定資産

借地権 152,518 417,089

借地権仮勘定 74,061 －

その他 76,041 68,946

無形固定資産合計 302,621 486,036

投資その他の資産

投資有価証券 26,757 42,887

敷金及び保証金 28,179 27,194

その他 50,706 54,382

貸倒引当金 △13,438 △13,458

投資その他の資産合計 92,204 111,006

固定資産合計 1,056,108 1,688,197

繰延資産

開業費 － 13,324

繰延資産合計 － 13,324

資産合計 3,578,695 4,936,692
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 598,277 929,795

短期借入金 335,000 701,650

1年内返済予定の長期借入金 227,465 205,601

未払法人税等 12,917 7,992

賞与引当金 25,516 10,893

その他 114,965 185,631

流動負債合計 1,314,142 2,041,564

固定負債

長期借入金 545,324 1,090,918

退職給付引当金 99,745 97,924

その他 － 8,187

固定負債合計 645,070 1,197,030

負債合計 1,959,212 3,238,594

純資産の部

株主資本

資本金 1,565,875 1,565,875

資本剰余金 1,548,980 1,548,980

利益剰余金 △1,451,178 △1,381,947

自己株式 △40,356 △40,493

株主資本合計 1,623,320 1,692,414

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,986 5,733

為替換算調整勘定 △851 △50

その他の包括利益累計額合計 △3,838 5,683

純資産合計 1,619,482 1,698,097

負債純資産合計 3,578,695 4,936,692
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

売上高 4,064,516 5,255,493

売上原価 2,972,066 3,996,233

売上総利益 1,092,449 1,259,259

販売費及び一般管理費 1,095,687 1,194,297

営業利益又は営業損失（△） △3,237 64,961

営業外収益

受取利息 200 162

受取配当金 401 828

受取家賃 3,268 4,256

為替差益 － 32,274

貸倒引当金戻入額 4,451 －

その他 4,705 5,689

営業外収益合計 13,027 43,211

営業外費用

支払利息 18,817 26,761

為替差損 609 －

その他 1,977 6,872

営業外費用合計 21,404 33,633

経常利益又は経常損失（△） △11,614 74,540

特別利益

投資有価証券売却益 － 173

新株予約権戻入益 15,000 －

特別利益合計 15,000 173

特別損失

固定資産除却損 276 55

和解金 9,676 －

特別損失合計 9,952 55

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△6,567 74,658

法人税等 13,399 5,428

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

△19,966 69,230

四半期純利益又は四半期純損失（△） △19,966 69,230

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

△19,966 69,230

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,359 8,720

為替換算調整勘定 － 800

その他の包括利益合計 3,359 9,521

四半期包括利益 △16,606 78,752

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △16,606 78,752

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日) 

  
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                         (単位：千円) 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

                                       (単位：千円) 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日) 

  
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円) 

(注) 第１四半期連結会計期間より、従来の「時計バンド」から「時計関連」へとセグメント名称を変更しておりま

す。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  セグメント情報

時計関連 メガネフレーム その他 合計

 売上高

  外部顧客への売上高 2,449,701 1,394,068 220,746 4,064,516

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

─ ─ ─ ─

計 2,449,701 1,394,068 220,746 4,064,516

 セグメント利益又は損失(△) 26,904 △23,565 △21,340 △18,001
 

利益 金額

 報告セグメント計 △18,001

 減損固定資産の減価償却費の調整 9,707

 その他の調整額 5,056

 四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失(△) △3,237
 

時計関連 メガネフレーム その他 合計

 売上高

  外部顧客への売上高 3,391,078 1,630,290 234,123 5,255,493

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

─ ─ ─ ─

計 3,391,078 1,630,290 234,123 5,255,493

 セグメント利益又は損失(△) 154,916 △100,300 △2,694 51,922
 

利益 金額

 報告セグメント計 51,922

 減損固定資産の減価償却費の調整 8,821

 その他の調整額 4,217

 四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 64,961
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当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

(注) １ セグメント間取引はありません。 

２ 金額は、販売価格によっております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

４ 従来の「時計バンド」から「時計関連」へとセグメント名称を変更しております。 

  

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

(注) １ セグメント間取引はありません。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 従来の「時計バンド」から「時計関連」へとセグメント名称を変更しております。 

  

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

(注) １ セグメント間取引はありません。 

２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

４ 従来の「時計バンド」から「時計関連」へとセグメント名称を変更しております。 

  

４．補足情報

生産、受注及び販売の状況

(1) 生産実績

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

時計関連 3,010,122 +62.9

メガネフレーム 304,984 +41.8

その他 210,855 △1.8

合計 3,525,961 +54.8
 

(2) 受注実績

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

時計関連 3,454,328 +64.0 719,875 +64.9

メガネフレーム 1,766,866 +24.3 503,352 △1.2

その他 272,472 +36.0 79,623 +127.0

合計 5,493,666 +47.4 1,302,850 +32.8
 

(3) 販売実績

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

時計関連 3,391,078 +38.4

メガネフレーム 1,630,290 +16.9

その他 234,123 +6.1

合計 5,255,493 +29.3
 

相手先
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

RADO WATCH CO.,LTD. 440,781 10.8 751,954 14.3

カシオ計算機株式会社 818,445 20.1 1,247,503 23.7

CASIO COMPUTER(HK) LTD. 710,445 17.5 762,281 14.5

CASIO ELECTRONICS 
(SHENZHEN) CO.,LTD.

401,085 9.9 542,017 10.3
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